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日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
ご
案
内 

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存

 
二
〇
二
一
年
度
秋
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催

案
内
申
し
上

 

 
 

二
〇
二
一
年 
十
月 

十
八
日 

日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
世
話
人 

 

入 

口 
 

 

敦 

志 
    

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

神 

作 
 

 

研 

一 

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                       

木 

越 
 

 

俊 

介 
 

立
川
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場 

 
 
 

 
 

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表 

 
    

柳  

沢 
    

昌  

紀 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

第
一
日 

十
一
月
二
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
京
大
学
文
学
部 

柳
沢
昌
紀
研
究
室 

 

一

二
・
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒466
-0825

 

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
一
〇
一―

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
五
二―

八
三
五―

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
info@

kinseibungakukai.com
 

一
六
・
四
〇

 
 

 
 

せ
る
／
魅

近
世
文
学

 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 
 
 
 

 
 
 

出
光
美
術
館 

 

金 

子 
 
 

 
 

馨 
         

 

大
東
急
記
念
文
庫 

  

長 

田 
 
 

和 

也 

印
刷
博
物
館 

 

中 

西 
 
 

保 

仁 
                    

 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫    

林 
 
 

知 

左 

子 
               

ボ
ド
リ
ア
ン
日
本
研
究
図
書
館 

 
 

                    
 

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館    

南 
 
 
 
 

清 

恵 
 
 

 
 
 
 

鶴
見
大
学 

 

加 

藤 
 
 

弓 

枝 

司  

会 
            

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

木 

越 
 
 

俊 

介 

第
二
日 

十
一
月
二
十
一

 

 

研
究
発
表
会 

午
前
の

 

１ 

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
太
閤
記
物
の
切
附
本 

―
―

本
文
と
挿
絵
の
典
拠

―
―

 
              

 

伊 
藤 

 
 

美 

幸 

２ 

版
本
の
表
紙
裏
に
漉
き
込
ま
れ
た
毛
髪
の
科
学
分
析
か
ら
わ
か
る
こ
と 

―
―

安
定
同
位
体
分
析
と
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析―

―
 
 
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

  

入 

口 
 
 

 
敦 

志 

龍
谷
大
学 

 

丸 

山 
 

 
 
 

敦 

龍
谷
大
学 

 

眞 

田 
 

 

裕 
生 

龍
谷
大
学 

 

木 

村 

俊 

太 
郎 

龍
谷
大
学 

 

桑 

木 
 

 

捷 

汰 

立
命
館
大
学 

 

神 

松 
 
 

幸 

弘 

Ｑ
Ｓ
Ｔ
量
子
医
科
学
研
究
所 

 

及 

川 
 

 

将 

一 
 
 

二 

ツ 

川 

章 

二 

昼
休

 

 

研
究
発
表
会 

午
後
の

 

３ 

を
め
ぐ
る
一
考
察 

―
―

巻
五
の

を
中
心
に―

―
 

東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校 

 

小 

田 

島 

由 

佳 
 

 

４ 

に
見
る
季
吟
と
和
歌
に
関
す
る
一
考
察 

静
宜
大
学 

 

陳 
 
 

 
 

羿 

秀 
 
 

 
 

 

５ 
 

許
六
の
俳
文
観 

―
―

の
分
析―

―
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

上
智

院

 

砂 

田 
 

 
 
 

 

歩 

６ 
 

大
坂
出
版
史
に
お
け
る
絵
入
根
本 

 
 
 
 

 

甲
南
女
子
大
学

 

北 

川 
 
 

博 

子 

六
・
二
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
要
旨 

︿
見
せ
る
／
魅
せ
る
﹀
近
世
文
学 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 

木 

越 
 

 

俊 

介

 

従
来
に
比

研
究
者
が
附
属
図
書
館
な
ど
で
資
料
展
示
を
担
当
す
る
機
会
は
格
段
に
増

く
各
自
が
手
探
り
で
試
行
錯
誤
し
て
い
る
の
が
現
状

 

そ
こ
で
今
回

改
め
て
近
世
文
学

観
点
か
ら
捉
え
直

近
世
文
学
に
関
わ
る
展
示

を
手
が
け
ら
れ
た
ご
経
験
を
有
す
る
国
内
外
の
方
々
を
お
招

得
ら
れ
る
知
見
や
課
題
を
共
有

意

見
交
換

 

文
学
関
連
の
資
料
を
展
示
す
る

お
お
よ
そ
絵
巻
物
を
含
む
書
籍
や
古
筆
・
短
冊
類
な
ど
が
中
心

多

分
に
文
字
を
含
ん
だ
モ
ノ
を
見
せ
る
と
い
う
点

絵
画
や
立
体
物
と
は
異
な
る
面
白
さ

難
し
さ

が
存
す
る
と
思

内
容

紹
介

付
加
情

報
の
提
示
に
も
工
夫
が
必
要

 

展
示

広
い
層
に
対
し
近
世
文
学
が
試
さ
れ
る
場

多
く
の
可
能
性
を
秘

今
後

Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
新
た
な

の
活
用
な
ど
を
通

新
た
な
試
み
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

各
々
の
展
示
の
さ
ら
な
る

を
目
指
す
機
運
が
学
会
全
体
で
高
ま
れ

ば
こ
れ
に
ま
さ
る
喜

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の

閉
館
が
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
だ
こ
と
は
記
憶
に
新

改
め
て
そ
の
役
割

の
大
き
さ
が
実
感

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
は
極
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
と
確
信
す

る
次
第

 

 パ
ネ
リ
ス
ト 

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し 

出
光
美
術
館 

 

金 

子 
 

 
 

 

馨 

出
光
美
術
館
で
は
所
蔵
す
る

で
展
覧
会
を
構
成

仙
厓
や
芭
蕉

数
年
に
一
度
は
近

似
し
た
内
容
で
展
覧
会
を
企
画

出
品
す
る
作
品
が
重
複
す
る
場
合
も
多

鑑
賞
者
に
飽
き
ず
に
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
工
夫
が
求

古
筆
や
短
冊
な
ど
の
文
字
の
細
か
な
作
品

巻
子
や
手
鑑
の
よ
う
に

見
進
め
る
方
向
が
決

作
品

企
画
の
流
れ
の
中
で
心
地
よ
く
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫
が
必

要

展
覧
会
を
作
る
上
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
重

紹
介

 

  

美
術
館
に
お
け
る
古
典
籍
の
展
示
・
解
説
に
つ
い
て 

大
東
急
記
念
文
庫 

 

長 

田 
 

 

和 

也 

大
東
急
記
念
文
庫
は
主
に
和
漢
の
古
典
籍
を
所
蔵
す
る
特
殊
文
庫

併
設
の
五
島
美
術
館
の
展
示
室
に
て
所
蔵

品
を
展
示
す
る
機
会

来
館
さ
れ
る
方
は
必
ず
し
も
近
世
文
学
に
関
心
が
あ
る
と
は
限

状

況

展
示
映
え
す
る
箇
所
を
見
せ
つ
つ
洒
落
本
や
黄
表
紙
等
の
面
白
さ
を
文
章
で
伝
え
る
際
に
直
面
し
た
困

難
に
つ
い
て
報
告

関
連

望
ま
し
い
英
文
タ
イ
ト
ル
の
あ
り
方

掛
け
軸
等
に
捺
さ
れ
た
印
文
の
人
気

に
つ
い
て
も
議
論
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和
書
ル
ネ
サ
ン
ス
展
で
の
﹁
魅
せ
る
﹂
工
夫 

印
刷
博
物
館 

 

中 

西 
 

 

保 

仁 

に
開
催

和
書
ル
ネ
サ
ン
ス―

―

江
戸
・
明
治
初
期
の
本
に
み
る
伝
統
と

を
取
り

上

近
世
初
期
の
絵
巻
物
か
ら

の
浮
世
絵
や

そ
し
て
幕
末
明
治
期
の
教
科
書
や

雑
誌―

―

に
富
む
作
品
を
ど
う
し
た
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
か
？
真

先
に
考

想
定
さ
れ
る
来

館
層
の
絞
り
込

に
合
わ
せ
た
集
客
や

の
展
示
作
り
こ
み
に
つ
い
て
実
例
を

挙
げ
て
報
告

 

  

古
典
籍
の
豊
か
さ
・
面
白
さ
を
伝
え
た
い 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫 

 

林 
 

 

知 

左 

子 

当
文
庫
で
は
平
成
十
五
年
か
ら
今
年
十
月
ま
で
で
約
九
十

所
蔵
の
古
典
籍
を
使
用
し
た
企
画
展
を
絶
え

間
な
く

な

の
展
示
を
通

古
典
籍
が
決

今
の
我
々
に
も
十

二
分
に
役
立

楽
し
め
る
も
の
だ
と
伝

展
示
と
連
動
の
体
験
講
座
や
古
文
書
講
座
等
も
催

一
般
の

方
や
子
ど
も
ま
で
古
典
籍
に
親
し
め
る
よ
う
工
夫

古
典
籍
へ
の

を
下

最
終
的
に
は
原
本
閲

覧
に
繋
げ
た
い
と
願
う
当
文
庫
の
模
索
を
紹
介

 

  

﹁
も
の
﹂
と
し
て
の
近
世
文
学 ―

異
文
化
と
言
葉
の
壁
を
越
え
る―

 

ボ
ド
リ
ア
ン
日
本
研
究
図
書
館 

 
 

文
学
は
写
本
と
版
本
を
は
じ
め
掛
軸
や
屏
風
な
ど
の
よ
う
な
美
術
作
品
の
形

実
現

強
い
て
言
え

古
典
文
学
を
鑑
賞

文
章
を
読
み
な
が
ら

を
見
る
こ
と
と
同
様

当
時
の
書
物
な
ど

の

と
形
態
を
知
る
こ
と
も
大
事
な
要
素
で
あ
る
と
言

本
発
表

江
戸
文
学
を
保
存
し
伝

達
さ
れ
る
様
々
な
媒
体
を
中
心

崩
し
字
や
近
世
期
の
文
化
の
知
識
が
浅
い
一
般
観
客
に
も
文
学
作
品
の
魅
力

が
実
感
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
展
示
方
法
や

を
探

 

  

古
典
籍
の
魅
力
を
海
外
で
伝
え
る
試
み 

ホ
ノ
ル
ル
美
術
館 

 

南 
 

 
 

 

清 

恵 

日
本
語
が
母
国
語
で
は
な
い
来
館
者
向
け
に
古
典
籍
を
展
示
す
る
際

日
本
独
自
の

と
い
う
大
き
な

外
国
人
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

楽

字
を
英
訳
し
全
頁
閲
覧
可
能
に
し
た

型
端
末
を
実
物
の
作
品
と
並
べ
る
展
示
方
法

本
発
表
で
は

の
活
用
・
美
術
館
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し
た
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
で
の

と
い
う
観
点
か

ら
海
外
に
お
け
る
古
典
籍
展
示
の
試
み
を
紹
介
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研
究
発
表
要
旨 

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
太
閤
記
物
の
切
附
本 ―

本
文
と
挿
絵
の
典
拠

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

藤 
 

 

美 

幸 

 

太
閤
記
を
題
材
と
し
た
出
版
物
の
流
行

の
絶
版
に
よ
り
一
度
下
火

幕
末
維
新
期
に

再
び
太
閤
記
物
が
流
行

切
附
本
や

の
か
た
ち
で
次
々
と
出
版

近
年
は
武
者
絵
や
太
閤
記
研

究
の
進
展

幕
末
維
新
期
の
太
閤
記
物
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
機
会
が
増

全
貌
を

把
握
す
る
こ
と
は
容
易

速
成
多
作
を
第
一
と
す
る
切
附
本
の
本
文
・
挿
絵
の
典
拠
に
ま
で
目
配

り
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
稀

 

本
発
表

太
閤
記
物
の
切
附
本
に
お
け
る
本
文
典
拠
を
検
討

の
影
響
作
と
②
実

録
を
抄
録
し
た
作
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

幕
末

の
広
が
り
を
確
認

山
口
屋
藤
兵

の
抄
録
で
あ
る
こ
と
を
報
告

 

先
行
研
究

切
附
本
に
見
ら
れ
る
抄
録
法
の
一
つ
と
し
て
原
文
の
切
り
貼
り
に
よ
る
抄
録
の
作
成
が
指
摘
さ
れ

太
閤
記
物
も
同
様
の
手
法
が
多
用

に
関

の
単
純
な
模

倣

細
部
の
描
き
変
え
が
認

 

具
体
的
な
利
用
の
様
相
が
見
出

引
き
続
き
本
文
の
典
拠
探
索

を
行

切
附
本
と
実
録
と
の
影
響
関
係
の
実
態
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待

の
意
味

本
発
表

実
録
・
講
談
読
物
と
し
て
の
切
附
本
を
考
察
し
て
い
く
一
起
点

 

 

版
本
の
表
紙
裏
に
漉
き
込
ま
れ
た
毛
髪
の
科
学
分
析
か
ら
わ
か
る
こ
と 

―

安
定
同
位
体
分
析
と
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析―

 
 

国
文
学
研
究
資
料
館 

 
 

入 
口 

 
 

 

敦 

志 

龍
谷
大
学 

 

丸 

山 
 

 
 

 

敦 

・ 

眞 
田 

 
 

裕 

生 

木 

村 

俊 

太 

郎 

・ 

桑 

木 
 

 

捷 

汰 

立
命
館
大
学 

 

神 

松 
 

 

幸 

弘 

Ｑ
Ｓ
Ｔ
量
子
医
科
学
研
究
所 

 

及 

川 
 

 
将 

一 
 

 

二 

ツ 

川 
章 

二 

江
戸
の
版
本
類
の
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
漉
き
返
し
の
紙

人
の
毛
髪
が
漉
き
込

そ
こ
に
注
目
し
た
丸
山

毛
髪
の
窒
素
や
炭
素
の
安
定
同
位
体
分
析
を
用

江
戸
時
代
の
食
生
活
が
ほ
ぼ
米
と

海
産
魚
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
明

H
a
i
r
s
 
i
n
 
o
l
d
 
b
o
o
k
s
 
i
s
o
t
o
p
i
c
a
l
l
y
 
r
e
c
o
n
s
t
r
u
c
t
 
t
h
e
 

e
a
t
i
n
g
 
h
a
b
i
t
s
 
o
f
 
e
a
r
l
y
 
m
o
d
e
r
n
 
J
a
p
a
n

S
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 
R
e
p
o
r
t
s

 
N
a
t
u
r
e
 
S
p
r
i
n
g
e
r
 

2
0
1
8

時
の
サ
ン
プ
ル
は
二
二
点
と
少

都
市
間
の
差
異
や
時
期
に
よ
る
変
遷
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

出
来

 

 

そ
の

の
全
面
的
な
協
力
を
得

の
版
本
を
精
査

約
四
〇
〇

点
か
ら
毛
髪
を

を
行

粟
や
稗
を
食
べ
る
割
合
が
減

割
合
の
減
少

三
都
す
べ
て
で
起

海
産
物
へ
の
異
存
割
合
が
増
加

江
戸

に
比
べ
て
粟
や
稗
を
食
べ
る
割
合
が
高

明

 

 

こ
の
結
果

漉
き
返
し
の
紙

ら
れ
た
地
域
で
流
通
し
都
市
間
の
移
出
入

ら

れ
て
比
較
的
短
期
間
で
消
費

知
見
が
得

書
目

通
俗
書
が
少
な
く
予
想
に
反

対
象
と
し
た
書
籍
群
の
性
質
に
よ
る
と
考

更
に
網
羅
的
な
調
査
が
必
要

 

 

さ
ら
に
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析

毛
髪
に
含
ま
れ
る
金
属
の
量
に
現
代
と
江
戸
時
代
と
で
顕
著
な
差
が
あ
る
こ
と
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﹃
拾
遺
御
伽
婢
子
﹄
作
者
を
め
ぐ
る
一
考
察 ―

巻
五
の
二
﹁
義
士
忠
死
﹂
を
中
心
に―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校 

 

小 

田 

島 

由 

佳 

江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
怪
異
物
浮
世
草
子

作
者

の

人
物
で
あ
る
の
か
明

 

巻
五
の

三
方
が
原
の
戦

夏
目
吉
信
が
徳
川
家
康
の
身
代

討
ち
死
に

を
遂
げ
る
と
い
う
武
辺
話

描
か
れ
る
吉
信
戦
死
の
経
緯

夏
目
家
か
ら
幕
府
に
提
出

貞

の
記
述
と
ほ
ぼ
重

史
料

当
時
世
間
に
流
布
し
て
い
た
と
は
考

世
間
に
出
回

考
え
ら
れ
る
軍
記
類
に
は
吉
信
の
戦
死
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を

考

の
作
者

夏
目
家
に
伝
わ
る
吉
信
の
伝
記
を
知
る
者

 

巻
一
の

怪
異
そ
の
も
の
よ
り
も
千
光
寺
の
僧
侶
の
強
欲
な
行
い
を
批
判
す
る
内
容
が
中

心
で
あ
る
点
に
特
徴
が
見

夏
目
吉
信
の
三
男
信
次
の
子
孫

元
禄
期
に
か
け
て
千
光
寺
の
周
辺
で
あ
る
相

模
国
愛
甲
郡
飯
山
村
の
一
部
を
領

を
夏
目
家
か

ら
幕
府
に
提
出
し
た
人
物

当
時
信
次
家
の
屋
敷
は
本
所
石
原
町

推
定

序
文
に

あ
る
柳
糸
堂
の
居
住
地
と
矛
盾

 

以
上
の
点

元
禄
期
の
旗
本
夏
目
吉
顕

の

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と

結
論
付

夏
目
吉
信
の
子
孫
で
あ
る
作
者

怪
異
譚
の
中
に
武
辺
話
を
忍
び
込
ま
せ
る
と
い
う
方
法

先
祖

の
武
功
を
世
に
知

 

  

﹃
女
郎
花
物
語
﹄
に
見
る
季
吟
と
和
歌
に
関
す
る
一
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

静
宜
大
学 

 

陳 
 

 
 

 

羿 

秀 

に
中
野
小
左
衛
門

刊
行
さ
れ
た
仮
名
草
子

本

書
の
作
者
は
先
行
研
究
に
よ
り
近
世
前
期
に
活
躍
し
た

で
あ
る
こ
と

が
明

季
吟
は
既
に
写
本
と
し
て
流
布

を
改
編
し
て

を
完
成

写
本
と
板
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
に
報
告

本
書
は
全
話
に

和
歌
が
数
多
く
盛
り
込

和
歌
そ
の
も
の
に
関
す
る
細
か
な
検
証
は
従
来
行
わ
れ
て
こ

思

 

に
収
録
さ
れ
る
和
歌
を
精
査

一
部
に
現
在
知
ら
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
る

文
言
が
含
ま
れ
る
箇
所
が
見
出

中
に
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
の

と
合
致
す

本
書
に
お
け
る
和
歌
は
季
吟
が
実
見
し
た
で
あ
ろ
う
写
本
に
依
拠
し
た
と
推
測

一

方

に
収
録
さ
れ
て
い
る
和
歌

季
吟
の
著
し
た

を
照
合

季
吟

に
お
け
る
和
歌
の
形
を
注

釈
書
に
は
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
も
判
明

 

以
上

発
表
者

が
成
立
し
た
万
治
年
間

八
代
集
抄

が
著
さ
れ
た
延
宝
年
間
ま

季
吟
の
和
歌
知
識
が
変
化
し
た
可
能
性
を
指
摘

に
お
け
る
和
歌
の
典
拠
を

再
検
討
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許
六
の
俳
文
観 ―

﹃
五
老
文
集
﹄
・
﹃
許
六
集
﹄
所
収
﹁
五
老
井
記
﹂
の
分
析―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

砂 

田 
 

 
 
 

 

歩 

 

は
森
川
許
六
の
俳
文

の
二
つ
の
自
筆
稿
の
存
在
が
知

前
者
は
初
稿
と
見

後
者

な
ど
の
刊
本
の
所
収
稿

に
近

許
六

蕉
門
初
の
俳
文
集

の
編
者

俳
文
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人

本
発
表

先
述
の
二
つ
の
自
筆
稿
の
分
析
を
通

許

六
が
ど
の
よ
う
な
俳
文
観
を
持

検
証

 

が
松
尾
芭
蕉
の

の
模
倣

に
も
と
づ
い
て
検
証

構
成
の
明
確
な
対
応
を
指
摘

次

所
収
稿
に
至
る
改
稿
に
つ
い
て
分
析

対
句
の
追
加

漢
文
体
へ
の
志
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

終

以
上
の
分
析
結
果
の
意
義
に
つ
い
て
検
証

構
成
へ
の
意
識
や
漢
文
体
へ
の
志
向

他
の
許
六
俳
文

の
改
稿
方
針

の
編
集
方
針
と
も
重

許
六
の
俳
文
観
の
中
心

な
ど
に
言
及

対
和
文
意
識
の
一
つ
の
表
れ
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論

 

の
起
稿
は
許
六
の
芭
蕉
入
門
以
前

改
稿
は
芭
蕉
入
門
以
後
に
行

改
稿
に
芭
蕉
の
関
与

可
能
性
に
つ
い
て
も
触

 

   

大
坂
出
版
史
に
お
け
る
絵
入
根
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北 
川 

 
 

博 

子 

 

絵
入
根
本
と
は
主
と
し
て
大
坂
で
版
行
さ
れ
た
絵
入
の
歌
舞
伎
台
帳

奥
付
を
欠

後
印
本
に
初

印
本
の
刊
記
が
そ
の
ま
ま
残

多

初
印
・
後
印
の
見
極
め
が
難

の
嚆
矢

と
さ
れ
る

の
内
容
が
確
認

河
内
屋

太
助
に
よ
る
役
者
似
顔
の
絵
入
根
本
が
出

毎
年
刊
行
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
定
着

多
く
の
試
行
錯
誤
の
跡
が
見
受

 で
出
版
さ
れ
た
絵
入
根
本

な
ど
を
調

査

大
坂
本
屋
仲
間
記

の
記
事
と
照
合

判
明

絵
入
根
本
が
外
題
替
え
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
理
由

絵
尽
し
の
版
元
と
の
関
係

一

 

天
保
の
改
革
が
絵
入
根
本
に
与
え
た
影
響
は
大

天
保
十
三
年
に
多
く
の
作
品
が
再
版

改
革
後

は
河
内
屋
太
助
が
演
劇
関
係
の
出
版
か
ら
手
を
引

定
期
的
に
は
刊
行

従
来
同
様

の
絵
入
根
本
も
出

絵
入
根
本
形
式
の
読
み
物
も
出
版

 

本
発
表

版
元
河
内
屋
太
助
の

や
口
絵
を
手
掛
け
た
絵
師
と
の

と
の
関
わ
り

絵
入
根
本
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
考
察

結
果
を
具
体
的
に
報
告

絵
入
根
本
が

大
坂

上
演
か
ら
離
れ
た
読
み
物
と
し
て
成
長
し
て
い
く
出
版
物

通
史
的
に
示
し
て
い

 

  


